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陸上自衛隊では‘12月中の実弾

射撃をつぎのとおり行ないます

実施場所=池田射撃場

実施日程=1日"'4日，6日"'9日，

20日-23日，
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(
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

。。

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
i
l
l
l

予
防
週
間
中
は
毎
日
午
後

8

時
サ
イ
レ
シ

(
1分
間

1
回
)

を
鳴
ら
し
ま
す
。
ま
た
日
月
初

日
午
前
日
時
叩
分
に
も
演
習
召

集
・
サ
イ
レ
ン
(
日
秒
2
回
)
を

鳴
ら
し
ま
す
。

秋
の
火
災
予
防
運
動

十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
二
日
ま
で
は
秋
季
全
国
火
災
予

防
運
動
週
間
で
す
。
一
般
家
庭
か
ら
の
火
災
も
案
外
多
い
よ
う
で

白

す
。
火
災
に
つ
い
て

の
対
策
を
、
家
族
全
員
が
常
ひ
ご
ろ
心
掛
け

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

四
回
国
閤
固
~

蚊
や
H

は
え
H

の
駆
除
は

一

春
に
な
っ
て
繁
殖
し
は
じ
め

ん

て
か
ら
は
じ
め
る
よ
り
も
、
一

活
動
の
に
ぶ
っ
て
い
る
秋
か

一

ら
冬
の
あ
い
だ
に
行
な
え
ば
一

予
想
外
の
効
果
を
あ
げ
る
こ

一

と
が
で
き
ま
す
。
蚊
や
H

は
一

え
H

の
幼
虫
、
さ
な
ぎ
な
ど
山

の
冬
を
越
す
場
所
は
、
ゴ
ミ
一

箱
、
便
所
、
畜
舎
な
ど
で
、
ん

こ
れ
ら
の
周
辺
部
の
乾
い
た

一

土
の
上
に

D
D
T
、
デ
ル
ド
一

リ
ン
、
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
な
ど

ん

の
薬
剤
を
散
布
し
て
お
く
と

一

成
虫
に
な
っ
て
で
て
き
た

と
一

き
に
、
そ
の
薬
に
ふ
れ
て
死

一

ぬ
の
で
非
常
に
効
果
が
あ
り
一

ま
す
。
ま
た
成
虫
が
ひ
そ
ん
一

で
い
る
と
こ
ろ
は
、
風
通
し
…

一

が
悪
〈
比
較
的
暖
か
く
湿
気

一

一

の
多
い
家
畜
小
屋
、
納
屋
、
一

天
井
う
ら
、
床
下
、
植
込
み
…

一
な
ど
の
う
す
暗
い

と
こ
ろ
で

-

一
す
。
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ

の

一向
風
通
し
を
よ
く
し
、
き
れ
い
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て
い
る
と
き
は
特
に
注
意
す

る。

マ
た
き
火
を
し
た
後
は
、
残
り

マ
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
石
油
コ
ン
火
に
十
分
注
意
し
て
完
全
に

口
、
.
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
な
ど
は
消
火
す
る
。

取
り
扱
い
説
明
書
に
よ
っ
て
一

:
火
を
使
う
と
き
、
使
っ
た

一

家
族
全
員
が
使
用
方
法
を
十
一

と
き
・
・
・

分

知

っ

て

お

く

。

一

I
l
l
i
-
-
:
i
f
j
i
--it
ali-
-

:)

マ
安
全
な
と
こ
ろ
で
使
か
い
、
マ

た
ば
こ
の
火
は
よ
く
消
し
て

点
火
の
と
き
は
燃
焼
が
安
定
か
ら
捨
て
る
習
慣
を
つ
け
る

す
る
ま
で
よ
く
注
意
す
る。

マ
火
の
つ
い
た
た
ば
こ
を
、
机

マ
持
ち
は
こ
び
は
必
ず
火
を
消

本
箱
、
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
上

し
て
か
ら
に
し
、
使
用
後
は

に
お
き
忘
れ
た
り
し
な
い
。

消
火
を
確
め
る
。

マ
寝
た
ば
こ
は
絶
対
し
な
い
。

マ
器
具
は
い
つ
も
清
潔
に
し
、
マ
ア
イ
ロ

シ
、
電
気
コ
タ
ツ
な

燃
焼
中
の
給
油
は
絶
対
に
し
ど
の
電
気
器
具
を
使
用
し
た

な
い
。

M
-

あ
と
は
、
必
ず
コ
シ
セ
シ
ト

マ
常
に
点
検
し
て
、
破
損
や
故
か
ら
差
し
込
み
を
必
ず
は
ず

障
は
直
ち
に
修
理
す
る
。

す
習
慣
を
つ
け
る
。

:一
マ
取
灰
を
軒
下
や
ご
み
箱
に
捨

た
き
火
な
ど
を
す
る
と
き
は
一

て
る
の
は
危
険
で
す
。
石
、

マ
燃
え
や
す
い
も
の
、
引
火
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
囲
っ
た
場

や
す
い
も
の
の
そ
ば
で
た
き
所
に
捨
て
る
か
、
土
を
か
ぶ

火
や
ご
み
焼
き
、
喫
煙
な
ど

せ
る
か
す
る
。

火

気

を

使

用

し

な

い

。

マ

外
出
す
る
と
き
は
、
こ
た
つ

マ
た
き
火
中
は
そ
ば
に
十
分
な
の
火
に
は
灰
を
か
け
、
ふ
と

水
を
用
意
し
、
必
ず
監
視
し
ん
を
あ
げ
て
熱
を
逃
が
し
、

て

行

な

う

。

一

ま

た

子

供

を

こ

た

つ

に

寝

か

一¥
子
供
だ
け
の
た
き
火
を
さ
せ
せ
た
ま
ま
外
出
し
な
い
。

な
い
。
ま
た
、
強
い
風
の
日

マ
ガ
ス
の
元
栓
は
外
出
前
、
寝

ゃ
、
異
状
乾
燥
注
意
報
の
で
る
前
に
必
ず
見
ま
わ
る
。

燃
焼
器
具
は
安
全
な
取
り

扱
い
を
・

•• 

4 、

交

通

事

私
に
手
を
ひ
か
れ
ま
ち
に

買
物
に
行
く
と
オ
モ
チ
ヤ
屋

に
走
り
込
み
、
自
動
車
を
手

に
と

っ
て
ア
ー
チ
ャ
ン

、
プ

!
ブ
!
と
言
っ
て
私
に
せ
が

ん
で
い
ま
し
た
。
邦
彦
は
自

動
車
が
大
好
き
だ
っ
た
の
に

自
動
車
事
故
で
幼
い
生
命
を

奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は

な
ん
と
い
う
め
ぐ
り
合
せ
で 故

に

d思

つ

② 

深

見

ツ

エ

ノ¥

あ
り
ま
し
ょ
う
。
邦
彦
の
亡

く
な
っ
た
あ
と
ま
ち
に
買
物

に
出
掛
け
て
は
オ

モ
チ
ヤ
屋

の
前
を
通
る
に
つ
れ
、
同
じ

年
ご
ろ
の
子
供
を
見
か
け
る

に
つ
れ
、
私
は
目
の
前
に
邦

彦
が
生
き
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
胸
が

い
っ
ぱ
い

に
な
っ

て
思
わ
ず
知
ら
ず
日
が
し
ら

が
熱
く
な
っ
て
く
る
の
で
す

松並町附近の市道を舗装 こ
ん
な
と
こ
ろ
で
涙
を
流
し

て
は
と
ハ
ツ
と
し
て
自
分
に

か
え
り
た
め
息
を
つ
き
な
が

ら
買
物
を
す
ま
す
こ
と
が
た

び
た
び
で
す
。
こ
ん
な
み
じ

め
な
境
遇
は
、
か
わ
い
い
わ

が
子
を
み
る
も
無
残
な
交
通

事
故
で
亡
く
し
た
親
で
な
け

れ
ば
誰
も
わ
か
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
よ
う
な

悲
惨
な
姿
に
な
ら
な
い
よ
う

に、

子
供
を
お
持
ち
の
お
母

さ
ん
が
た
、
自
動
車
や
，
ハ
イ

ク
、
汽
車
に
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
ん
な
思
い
は

私

一
人
で
十
分
で
す。

市道大村駅大曲線の松並町附近

が舗装されました。 こんど舗装さ

れたのは約220メートノレ、巾6メー

トノレで総工費は約1，104，000円で
す。

迎、l
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健
康
世
帯
と

優
良
納
税
組
合
を
表
彰

納
税
組
合
代
表
者
な
ど
約
二

百
名
が
出
席
し
、
過
去
五
カ

年
問
、
な
ら
び
に

一
カ
年
間

納
期
内
に
保
険
税
を
完
納
し

一
回
も
医
療
給
付
を
受
け
な

か
っ
た
健
康
被
保
険
者
世
帯

二
百
世
帯
と
、
優
良
で
あ
っ

た
市
税
納
税
組
合
二
十
五
組

昭
和
三
十
九
年
度
中
、

健

康
で
あ
っ
て
保
険
税
を
完
納

し
た
人
と、

優
良
な
成
績
を

示
し
た
納
税
組
合
の
表
彰
式

を
十
一
月
五
日
市
役
所
大
会

議
室
で
行
な
い
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
式
に

は
晴
れ
の

表
彰
を
う
け
る
被
保
険
者
、

合
、
保
険
税
納
税
組
合
二
十

五
組
合
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ

表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま

し
た
。
(
敬
称
略
)

五
ヵ
年
健
康
者
家
庭

皆沖田水 岩本

同田下 計舟路

森

豊

吉

藤
田
ト
ミ

久
田
松
ヤ
エ

梶
原
秀
樹

北
川
ナ
ヲ

山
口
貞
成

団体で竹松Aチーム優勝
方1回大村市少年剣道大会が11月14日大高体育館で行

なわれ、市内中小学生の少年剣士約200名が参加しまし

た。大会では団体戦、個人戦があり、日ごろの斗志を発

揮し、その技を競いました。

〔成績〕 団体 1位竹松A 2位西大村A

個人優勝 (小学) 3年山隅博祥、 4年末安慎一

5年 峰健純、6年田崎馨、 (中学) 1年 池田度目IJ、2年

橋口研一、 3年 松下崇文

付さ森一社は ママママ マ マママ ママ
さん林封会亡 市 永田川水前坂中鈴大井
れの白 を福母内患= 田中日田舟口 瀬 木村手
ま忌照 、祉ハ乾 明= 弘大美子津公正忠芳 つ な多で日彰市
し明さま事ノレ馬 に= 喜二能供老民隆次 子 斌 ぎ表わ数被市式教 昭
たにんた業さ場 寄= 留会人館 の彰れが表 役 は育和
。金は 市 資ん加 1:+= マ 字 マ マママ(とさま出彰所、 功四
一亡内金の島 何 中マ 級 福 田佐上 敬おれし席者大十労十
封母諏に忌博 島岸 、 田野藤野称りたたしと会一者年
をサ訪 と明さ 武本 守純 信 敏喧で方。て 来議月 の大
寄 ヨ郷金にん 治功 男三雄衛すは 行賓室ー表村

I/!.本宝 I 

Tんか・持 i ，ν ~I 郵便屋さん泣かせ

イ在

教育功労者を表彰

" 

受箱はなし、

犬は放し飼い、

その上

呼んでも

でてこない。
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し
お

ら
せ
コ

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
の

登
録
申
請
書
を
受
付

毎
年
十
二
月
一

日
現
在
で

調
製
す
る
大
村
市
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
登
録

申
請
書
の
受
付
け
を
つ
、
ぎ
の

と
お
り
行
な
い
ま
す
。
資
格

の
あ
る
人
は
も
れ
な
く
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
と
く
に
来
ー

年
は
任
期
満
了
に
よ
る
委
員

選
挙
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
選
挙
に
は
こ
の
名
簿
だ

け
が
使
用
さ
れ
補
充
名
簿
の

調
製
は
い
た
し
ま
せ
ん

の
で

念
の
た
め
申
し
そ
え
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

つ
ぎ
の
方
の
、
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
は
使
用
で

資
格
を
有
す
る
者

大
村
市
農
業
委
員
会
の
区

域
に
住
所
を
有
す
る
者
で
、

つ
ぎ
に
該
当
す
る
者

①
一
反
歩
以
上
の
耕
作
の
業

務
を
営
む
者
お
よ
び
同
居
の

親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で

一
年
間
に
お
お
む
ね
六
十
日

以
上
耕
作
の
業
務
に
従
事
す

る
者
(
内
縁
関
係
の
妻
や
内

縁
関
係
の
養
子
は
含
ま
れ
ま

せ
ん
。
)
②
昭
和
二
十
一
年

三
月
六
日
ま
で
に
生
れ
た
者

被
保
険
者
証
の
無
効

き
ま
せ
ん
の
で
、
急
い
で
返

納
し
て
下
さ
い
。

被

保

険

者

証

番

号

世

帯

主

氏

名

住

所

三

O
、
O
四
九

・
竹

中

季
a

義

・
東
浦
三
班
二

O
三

三

て

六
六
三
の
二

・
霜

田

早

苗

・
竹
松
住
宅
五

l
十
二

三

三

、

二

七

三

・

田

中

祝

詞

模

・
桜
ケ
丘
一
斑
二
四
七

四

O
、
三
五
五

・
辻

貫

道

・
諏
訪

一
区
七
班
七

一

四
二
、
二
五
一

・
坂

口

貞

雄

・
古
町
六
七
七

ね理に役 申 へ 業理 らて配る合 !ら 申
く委な所大 雪青 申委委 ;れ実 布世長申十 講
だ員ら内村 書 し員員な行も帯を請二 期
さ、会~な)市 の 出会会い組れへ経書月 間
い事いな農提てあ 事世 合や配由用五
O 務こお業 出 くる 務帯に 、布 し紙 目、十
局と 、委 先 だい局は加.資しては ま二
へはお員 さはま¥入格ま資各で月
お選わ会 い出た選しが す 格実。ー
た挙か ( 。張は挙てあがの行 日
づ管り市 所農管おっ 、あ組 か

豊= 「一一一一一一一一一亡一-

E1 V商品開線沿
希=
望=
者=
の=
調=
査=

ナ
一一一一一一一一-一一一

柔
道
昇
段
審
査

柔
道
の
昇
段
審
査
が
つ
ぎ

の
と
お
り
行
な
わ
れ
ま
す
。

日
時

十
一
月
二
十
七
日

午
後
一
時
三
十
分

場
所

西
中
体
育
館

対
象

三
段
ま
で

申
込

当
日
会
場
で
受
け
付

げ
ま
す
。

審
査
料

五
百
円J 

< 

H老後をしあわせに… H と念

ずるのはすべての人の共通した願いです。私

たちが年をと ったり 、思いがけない事故によ

って、ひどいけがをしたり 、働き手の夫をな

くしたりしたときに、苦しい思いをしないで

生活を送れるようにという考えでつくられた

のが国民年金です。

公務員や会社員などには、恩給や厚生年金

保険の制度があって、老後やけがをしたとき

また死んだ後の遺族の生活が保障されていま

す。しかし農業や商業、あるいは漁業にたず

さわる人たちにはそのような恩恵がなく 、こ

のような人たちは、自分自身で若いときから

貯えをつくるか、自分の子供などにたよる以

外に生活を保障される道はなかったのです。

ところが国民年金制度ができ、若いうちから

加入して少しづつお金をだしておくことによ

tって、将来の生活が保障されることになりま

g しfこ。

」一ー一一一一ー一一一一一ーーー一一一一一一一ー

現
在
、
農
業
に
従
事
し
て

い
る
方
で
農
閑
期
を
利
用
し

て
出
稼
を
希
望
す
る
人
を
-調

査
し
て
い
ま
す
。
農
業
委
員

会
で
は
市
内
に
十
名
の
連
絡

員
を
お
き
、
相
談
に
応
ず
る

よ
う
に

し
、
堅
実
で
有
利
な

事
業
所
へ

出
稼
が
で
き
る
よ

う
に
、
職
業
安
定
所
と
も
よ

く
連
絡
を
取
っ
て
い
ま
す
。

気
軽
る
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

連
絡
員

三
浦
リ
原
秀
雄

鈴
田
H

村
林
利
美

大
村
H

杉
本
一
勝
利

西
大
村
H

山
田
政
喜

竹
松
H

平
地
末
太
郎

萱
瀬
上
H

西
川
定

萱
瀬
下
H

前
田
竹
次

福
重
日
内
田
勝

松
原
H

陰
平
重
雄

開
拓
H

山
添

一
男

一一一一一一一一一一一一一一一一

経
営
相
談
会
の
開
催

中
小
企
業
診
断
強
調
事
業

の

一
環
と
し
て
、
次
の
と
お

り
経
営
相
談
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
金
融
、
経
営
、
労

務
な
ど
に
つ
い

て
相
談
ご
希

望
の
方
は
、
市
・商
工
課
文
は

商
工
会
議
所
に
十
一
月
三
十

日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

日
時

三
鈴
橋
の
交
通
制
限
i

三
鈴
橋
補
修
工
事
の
た
め

日
月
出
日
ま
で
は
交
通
止
で

し
た
が
、
日
月

M
日
か
ら
臼

月
日
固
ま
で
は
交
通
制
限

(制
限
重
量

7
ト
ン
)
を
行
な

い
ま
す
。

十
二
月
七
日

十
時
よ
り

当
日
午
後
二
時
よ
り
受
診

企
業
者
と
の
懇
談
会

場
所

商
工
会
議
所

午
前


